
 

学校名 岐阜県山県市立高富小学校 

  

 

活動のテーマ 
過去の自然災害から学び，自分の命を守るため，自ら考え判断して行動できる 

子どもの育成 

主な教科領域等 教科領域（   総合・学校行事   ） 

活動に参加した児童生徒数 （  全学年 ３３６人 ）（複数可） 

活動に携わった教員数    ２７ 人 

活動に参加した地域住

民・保護者等の人数 

  ２４９ 人 【保護者 ・ 地域住民 ・ その他（  地域防災士    ）】 

※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に丸をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間 西暦２０１９年４月日   ～  西暦２０２０年３月２４日 

想定する災害 
※該当するものに丸をつけてください。複数可。 

地震 ・ 津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他（              ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

  児童，教職員ともに被災した経験はなく，防災教育が必要だと言われながらも，防災にかかわる危機管理

意識は低い。そこで，学級活動や行事，安全指導につなげながら，まずは教職員が「防災」とういう視点か

ら，「命を守る」ことを考えていくことができるようにしたい。そして，小学生であっても「自助」が重要に

なってくることを考えさせる機会を設けていきたい。また，児童には，身近で起こる災害をイメージし，自

分にできることは何かを考えたり，被災地のためにできることを知ったりする中で，防災の意識を高め，自

ら判断して行動できる子どもを育成していきたい。 

 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

 ○命を守る訓練…学期ごとに実施し，年３回実施。 

 ○引き渡し訓練…小中学校合同で実施。 

 ○安全指導…発育測定時に養護教諭から，「命を守るために大切なこと」の話を聞きながら一緒に考える。 

 ○職員研修…１回目は，校内の防災対策や防災教育について研修し，２回目は研修で学んだことの伝達を含 

め，防災・減災教育の重要性や来年度に向けての研修を行う。 

○防災講話…実際に被災地で活動を続けている方から話を聞くことで，より現実として受け取ることができ

るようにする。また，児童からの質問にも答えていただく。 

○防災体験…避難所間仕切りセットを活用し，実際の避難所での生活の様子をイメージする。 

       児童と教職員で，被災地で使用する「アシスト瓦」を作成し，被災地に思いを馳せる。  

 ○そ の 他…防災にかかわる書籍を購入し，図書館で「防災コーナー」を設け，自由に読めるようにしたり，

読み聞かせに利用したりする。また，学級図書として常に読むことができる書籍の購入もする。

さらに，給食時の放送や「ほけんだより」を通じて「防災」についての啓発をする。 

 

 

 

 

 



３）9 月研修会の学びの中から自校の実践に活かしたこと。研修会を受けての自校の活動の変更・改善点。 

  昨年度まで（助成金・研修受講前）と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 

・研修で学んだことや気仙沼市の「防災学習シート」を参考にしながら，防災教育の進め方を見直し，防

災教育年間計画についての作成検討をするきっかけとなった。 

・通常の訓練だけに終わらず，児童自身が考えたり，体験したりすることの大切さを感じ，防災教育のあ

り方を見直すことができた。 

・「防災」だけでなく，「減災」教育についての重要性を認識できた。 

・助成金を活用して，講師依頼や体験セットの購入，たくさんの書籍の購入をすることができ，例年より

も防災教育を充実させることができた。 

４）実践の成果 

 ①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 

  ・訓練主体の防災教育に留まらず，児童自身が考えたり，経験したりする活動を取り入れることができた。 

  ・教職員も体験活動をすることで，児童に一緒に取り組んでいるという意識をもたせることができた。 

  ・具体的な取組をすることで，教職員も児童も防災に対する意識を高めることにつながった。  

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につ

けたか。 

  ・被災地に向けての取組で，「自分たちにもできることがある」と実感することができた。 

  ・外部講師への質問を記入させた際に，具体的な質問を書くなど，自分の身に起こることという捉えを強

くもつことができた児童がいた。 

  ・被災地で活躍する講師の講話から，被災後の実際の生活の様子を知り，どんな備えが必要なのかなどを 

事前に家族で話し合うことを含めた備えの重要性を感じることができた。 

 ③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

  ・具体的な活動をすることで，教職員自身の興味関心が高まった。 

 ・教職員自身が体験することで，被災地への思いを深め，意欲的に児童への指導を行うことができた。 

  ・外部講師による講話で，教職員自身が現実として受け止め，防災教育の必要性を再認識できた。 

  ・通信で学校での防災に関わる活動を紹介したり，地域の防災活動を紹介したりすることで，校内だけの

防災教育とならないよう，保護者や地域への啓発や情報共有をすることができた。 

  ・市教育委員会へ本校の取組について報告し，防災教育の重要性を伝えることができた。 

  ・地域の防災にかかわる方と本校の取組について情報共有をすることで，つながりをもつことができた。 

５）工夫した点、実践の特徴・特筆すべき点 

・ただ話を聞くという活動だけでなく，実際に体験したり，活動したりすることでより防災を意識できる 

ようにした。また，被災地に向けて作成したものを実際に被災現場で使用する人へ渡し，現状を聞かせ

てもらうなど，活動を点で終わらせず，つなげることも意識した。 

  ・東日本大震災後の被災地での勤務経験があり，災害ボランティアを続けている担当者が，今回参加した

研修と自身の経験で学んだことをつなげながら，防災教育を進めることで，より現実として実感させ，

興味関心をもてるようにした。 

６）実践から得られた教訓や課題と次年度以降の実践の改善に向けた方策や展望 

  ・今年度は助成金を活用しての取組が多かったが，来年度以降も継続して指導できるような計画の立案。 

・「防災教育」のみならず，「減災教育」に対する教職員の意識の向上。 

  ・地域と連携して，災害発生時の対応について協議するなど，地域連携の強化。 

  ・自校だけにとどまらず，市内の学校での防災・減災教育活動を進め，地域で取組ができるよう啓発。 

  ・３月から休校になり，十分な活用のできなかった書籍の活用。 



補足資料① 

アシスト瓦作成  
被災で役に立つものを作成すること 

で，遠くからでも支援する方法があ 

ると知る。 
 
①教職員がシルバーシートを切ったり， 

ダンボールを切ったりして準備しました。 

 
 

 

 

 

 

 

②４年生がダンボールをシルバーシートで包み，三辺に防水テープを貼りました。 

テープをまっすぐに貼ることは難しかったですが，協力し合って一生懸命作って 

いました。 

 
③４年生２クラスと特別支援あさがお学級は，全員   

が絵を描きました。それ以外の学級からは，代表 

児童に描いてもらいました。たくさんの児童がす 

てきな絵やメッセージを描いてくれました。 

 

 

 

防災講話 実際に被災地で活動されている方から，被災地の現状や支援活動について，備えについて聞く。 
 

講師…特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト 代表 中島 武志さん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生に向けての講話      低学年でも集中して聞く姿     ４～６年生に向けての講話    一生懸命メモを取る姿 

   
作ったアシスト瓦を渡しました 

 

防災体験 
避難所で使用するダンボール間仕切りを実際に見て，避難所での生活をイメージする。 
  ただ置いてみる，クイズにして考えさせるなど，児童の興味関心を引くことができるように  

した。実際に数人で中に入って考えたり，寝転がってみたりする姿があった。 

 

 

 

 

 

防災に関わる書籍の購入 防災に関わる本を購入し，読む機会を増やす。 

右の写真の本をはじめ，合計 24 冊の本を購入。現在図書室にある防災に関わる本 
  とともに，防災のコーナーを設けていく。知識を学ぶタイプの本だけでなく，絵本や 

実話をもとにした物語，防災食のクッキングなど様々なジャンルでから選び，子ども 
たちが手に取りやすくなるようにした。また，学級文庫にも 1 冊おけるようにするな 
ど，身近な場所で読めるようにもした。 

 


